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第１章 計画策定の趣旨及び計画期間 

 

1-1．計画策定の目的 

 

平成２５年１２月に建設された豊北総合支所本庁舎は、豊北地域の行政サービスを提供していく中

心施設であるとともに、非常時には防災拠点・対策本部となる建物です。 

また、同敷地内には、福祉作業所や訪問看護ステーション、ヘルパーステーション、シルバー人材セ

ンターといった本市の福祉事業と密接に関係した外部団体が使用している豊北総合支所第２別館や

付帯施設としての書庫や倉庫等があります。 

さらに豊北地域は面積が広大なため、滝部地区にある総合支所を中心に６つの支所があり、行政

サービスの提供において、地域住民の利便性の維持・向上を図っています。 

これらは、豊北地域の行政サービスにおける拠点施設として適切に維持管理を行っていく必要が

あることから、本計画を策定し、施設の長寿命化を図ります。 

 

1-2．計画の位置付け 

 

本計画については、「下関市公共施設等総合管理計画（平成２７年度策定、令和３年２月改訂）」の

下位計画として位置付け、公共施設マネジメントの基本方針との連携や整合を図ります。 

また、同計画のアクションプランとして令和５年度に策定された「公共施設の適正配置に関する方

向性（中期）」の内容と整合性を図りながら、具体的な手法等の検討を行います。 

 

インフラ長寿命化計画の体系 

 

 

1-３．計画期間 

 

 本計画における計画期間は、「下関市公共施設等総合管理計画」の終了年度である令和１６年度

（２０３４年度）までとします。 

インフラ長寿命化基本計画

（平成25年11月関係省庁連絡会議決定）

【国】 【地方】

スポーツ施設 庁舎等施設

公共施設の適正配置に関する方向性

下関市公共施設等総合管理計画各省庁が策定

下関市公共施設マネジメント基本方針

（個別施設計画）（個別施設計画）

（行動計画）

市営住宅 学校 就学前施設
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本計画の対象施設は、下表のとおりです。 

 

（１）豊北総合支所本庁舎及び付帯施設 

№ 名  称 建築年 
築年数

※ 
延床面積 

公共施設の適正配置に関する 

方向性 

中期 

（R5～１０年度） 

後期 

（R11～１６年度） 

１ 豊北総合支所本庁舎 H25（2013） 12 2,297.７６㎡ 存続 存続 

２ 豊北総合支所第２別館 S61（1986） 39 505.４５㎡ 存続 存続 

３ 豊北総合支所書庫 H14（2002） 23 109.４９㎡ 存続 存続 

４ 豊北総合支所ごみ置場 H27（2015） 10 5.４４㎡ 存続 存続 

５ 
豊北総合支所 

建築課用具倉庫 
S55（1980） 45 34.７７㎡ 存続 存続 

６ 
豊北総合支所別棟倉庫  

倉庫１ 
H20（2008） 17 19.２０㎡ 存続 存続 

７ 
豊北総合支所別棟倉庫  

倉庫２ 
H12（2000） 25 405.４８㎡ 存続 存続 

８ 
豊北総合支所別棟倉庫 

倉庫２（増築部分） 
H15（2003） 22 33.０７㎡ 存続 存続 

９ 
豊北総合支所別棟倉庫 

倉庫３ 
H12（2000） 25 61.６０㎡ 存続 存続 

※ 築年数は令和７年（20２５年）を基準年とした年数 

 

（２）豊北総合支所各支所 

№ 名  称 建築年 
築年数 

※１ 

延床面積 

※２ 

公共施設の適正配置に関する 

方向性 

中期 

（R5～１０年度） 

後期 

（R11～１６年度） 

１ 
豊北総合支所神玉支所 

（神玉公民館内） 
S60（1985） 40 19.９１㎡ 存続 存続 

第２章 対象施設 
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２ 
豊北総合支所角島支所 

（角島開発総合センター内） 
S63（1988） 37 23.１１㎡ 存続 存続 

３ 豊北総合支所神田支所 H04（1992） 33 45.５４㎡ 存続 存続 

４ 
豊北総合支所神田支所 

（増築分） 
H10（1998） 27 5.８０㎡ 存続 存続 

５ 
豊北総合支所阿川支所 

（阿川公民館内） 
H02（1990） 35 26.３８㎡ 存続 存続 

６ 
豊北総合支所粟野支所 

（粟野公民館内） 
H01（1989） 36 20.８０㎡ 存続 存続 

７ 

豊北総合支所田耕支所 

（下関市田耕農林漁家婦人活動

促進センター内） 

H09（1997） 28 20.８０㎡ 存続 存続 

※１ 築年数は令和７年（20２５年）を基準年とした年数 

※２ 豊北総合支所神田支所以外は、支所部分の延床面積 

 

図 各施設の位置図 

 

 

 

 

豊北総合支所本庁舎・第２別館 

豊北総合支所別棟倉庫 

豊北総合支所角島支所 

豊北総合支所粟野支所 

豊北総合支所阿川支所 

豊北総合支所神田支所 

豊北総合支所神玉支所 

豊北総合支所田耕支所 
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現況写真 

 

（１）総合支所 

    

               本庁舎                                 第２別館 

 

 

     

               書庫                                  ごみ置場 

 

 

     

 

           建築課用具倉庫                            別棟倉庫 倉庫１ 
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              別棟倉庫 倉庫２                            別棟倉庫 倉庫３ 

 

 

（2）各支所 

     

              神玉支所                                 角島支所 

            （神玉公民館内）                         （角島開発総合センター内） 

 

 

     

 

             神田支所                                 阿川支所 

                                                  （阿川公民館内） 
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               粟野支所                                田耕支所 

             （粟野公民館内）                 （下関市田耕農林漁家婦人活動促進センター内） 

 

 

 

 

 

第３章 建物の長寿命化に関する考え方 

 

3-1．目標耐用年数の設定 

 

   建物の法定耐用年数は４７年※となりますが、長寿命化に向けた方針を踏まえ、「建築物の耐久計

画に関する考え方（一般社団法人日本建築学会）」（下表）に示された官公庁建築物の目標耐用年数 

６０年を、各建物の長寿命化後の目標耐用年数として設定しました。 

  ※「減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和４０年大蔵省令第１５号）」別表第一参照 

  

 

表　建築物全体の望ましい目標耐用年数の級

高品質の場合 普通の品質の場合

学校・官庁 Y100以上 Y60以上 Y100以上 Y60以上 Y40以上 Y60以上 Y60以上

住宅・事務所・病院 Y100以上 Y60以上 Y100以上 Y60以上 Y40以上 Y60以上 Y40以上

店舗・旅館・ホテル Y100以上 Y60以上 Y100以上 Y60以上 Y40以上 Y60以上 Y40以上

工場 Y40以上 Y25以上 Y40以上 Y25以上 Y25以上 Y25以上 Y25以上

出典：建築物の耐久計画に関する考え方（一般社団法人日本建築学会）

用途

構造種別

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄骨造

高品質の場合 普通の品質の場合
重量鉄骨

ブロック造

れんが造
木造

軽量鉄骨
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3-2. 改修の整備レベルの設定 

 

   豊北総合支所本庁舎及び第２別館については、長寿命化において配慮すべき性能に対して、次ペ

ージの施設改修等の整備基準にある部位の欄ごとに整備レベルを設定し、さらにコストに関連付け

ておくことで、大規模改修の工事内容を検討する際に、施設の特性に応じた最適解の検討を行いま

す。 

   これにより、建物を長期に使用するために必要な修繕・改修、将来の社会的要求水準の高まりへの

対応、類似用途・規模の建物での整備レベルの統一を図ります。 

   なお、改修時には以下の項目に配慮した上で実施します。 

 

 

表　目標耐用年数の級の区分の例

Y150

Y100

Y60

Y40

Y25

出典：建築物の耐久計画に関する考え方（一般社団法人日本建築学会）

100年

60年

40年

25年

30～50年

20～30年

80年

50年

30年

20年

範囲 下限値

120～200年

80～120年

50～80年

150年 120年

級
目標耐用年数

代表値

長寿命化において配慮すべき項目

項目

可変性

更新性

耐久性

メンテナンス性

省エネルギー、省資源 再生可能エネルギーの活用等も含め環境負荷の低減に対応した設計とする。

内容

将来の機能向上や用途変更に対応できるような設計とする。

建築物を構成する部材の耐用年数はそれぞれ異なることから、改修の際は他の部位
に影響がないよう、更新が容易な設計とする。

改修の際に使用する部材は、ライフサイクルコストを考慮して耐久性の高いものを選
択する。

清掃や保守点検、修繕等の維持管理業務を効率的に実施するため、維持管理を考慮
した設計とする。
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施設改修等の整備基準

内装

便器

改修メニュー（整備レベル）

トイレ

受変電設備

外部仕上げ

内部仕上げ

給排水設備

給水

排水（配管材）

電気設備

部位

屋根・屋上

外壁

外部開口部（窓）

その他外部

内部仕上げ

照明設備

機械設備

空調設備

消防用設備

アスファルト防水 シート防水
浮き部補修

クラック補修程度

外断熱パネル 外壁塗装
光触媒等

外壁塗装
複層塗装

浮き部補修

クラック補修程度

高 低

サッシ交換
複層ガラス等

既存サッシのガラス交換
複層ガラス等

シーリング打替え

開閉調整程度

日射抑制装置

（ﾗｲﾄｼｪﾙﾌまたは庇）

洋式化（節水型）

便器取替

庇等を設置しない

手摺り等の塗装

内装の全面撤去・更新

（下地共）

設定案A
各機能を最大限向上する改修

内装補修

塗替え
既存のまま

内装の全面撤去・更新
内装補修

塗替え 既存のまま

洋式化（節水型）

配管とも更新

耐震型高性能

ポリエチレン管

和式便器の

洋式化

耐衝撃性

塩化ビニル管

塩化ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ

鋼管
塩化ビニル管

塩化ビニル管耐火二層管

設備更新

（容量UP）

換気扇交換

設備更新

（容量そのまま）
既存のまま

LED照明機器更新

（人感・照度センサー付）

自動火災報知機・防火シャッター等設備更新

LED照明機器更新

機器更新

（全て）
機器更新

（部分取替）

既存のまま

保守点検

設定案B
内部改修を含め実施し、

機能向上を図る改修

設定案C
長寿命化に資する部分を

中心に改修
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 豊北総合支所本庁舎及び第２別館の施設改修等の整備基準は、設定案Cの整備レベルとしていま

す。 

 しかし、総合管理計画において、総合支所は長寿命化を図るとともに、市民の利便性の向上を図る

とあるため、よりフレキシブルに対応できるように、改修する部位によっては設定案AやBの改修レ

ベルを検討するなど、施設の機能向上を図っていきます。 

 

 

 

4-1．豊北総合支所本庁舎（下関市豊北町大字滝部３１４０番地１） 

 

4-1-1．本庁舎 

構   造 鉄骨コンクリート造 陸屋根 ２階建 

建築年月日 平成２５(2013)年１２月２７日 

敷 地 面 積 １２,994.３２㎡ 

延 床 面 積 ２,２９７.７６㎡ 

主 な設 備 電気設備：高圧受電設備、自家発電設備、直流電源 

照明設備：蛍光灯（一部 LED） 

空調設備：ビル用マルチエアコン、パッケージエアコン 

受水槽等：受水槽 

昇降機 ：エレベーター１台 

使用状況等 地域政策課、市民生活課、建設農林水産課、教育支所、会議室、宿直室、機械室

ほか 

配置職員数 正職員４９人（令和７年４月１日現在） 

建物の状態 〇 消防用設備保守点検（毎年実施：年２回） 

   機器点検：良 総合点検：良 

〇 空調保守点検（毎年実施：年２回） 

   ２階ホール部分にてガス不足（令和６年度中に修繕対応済） 

   運転状態：異常なし 

〇 自動ドア設備保守点検（毎年実施：年４回） 

   運転状態：異常なし 

   センサーの経年劣化のため、交換を実施（令和５年度、令和６年度） 

〇 自家用電気工作物保守点検（毎年実施：年６回） 

   異常なし 

○ 特定建築物定期検査業務（令和６年度実施）の結果、敷地及び建物の主要な

部分について大きな問題は生じていないものの、下記のような指摘及び報告

があった。 

第４章 個別施設の状態等 
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 （建築物の外部） 

・RC造壁のひび割れ（1F） 

・鉄骨渡り廊下、鉄製手摺錆劣化腐食（2F） 

 （建築物の内部） 

・壁仕上材ひび割れ（1F） 

・RC造壁のひび割れ（1F、2F） 

○ 照明の多くが蛍光灯であり、蛍光灯の製造が終了する令和９年度前後を目

途に LED化を図る必要がある。 

○ 耐用年数又はオーバーホール推奨年数が１０～２０年とされている設備（電

気設備、空調設備、給排水設備、消防設備等）については、計画的に点検又は

更新を図る必要がある。 

 

4-1-2．書庫 

構   造 軽量鉄骨造 スレート葺 平屋建 

建築年月日 平成１４(2002)年３月２０日 

敷 地 面 積 （本庁舎分に含む） 

延 床 面 積 109.４９㎡ 

主 な設 備 照明設備：蛍光灯 

建物の状態 ・蛍光灯の製造が終了する令和９年度前後を目途に LED化を図る必要がある。 

・その他、特段の問題は生じていない。 

 

4-1-3．ごみ置場 

構   造 鉄筋コンクリート造 亜鉛メッキ鋼板葺 平屋建 

建築年月日 平成２７(2015)年３月２７日 

敷 地 面 積 （本庁舎分に含む） 

延 床 面 積 5.４４㎡ 

主 な設 備 なし 

建物の状態 特段の問題は生じていない。 

 

4-1-4．建築課用具倉庫 

構   造 鉄骨造 スレート葺 平屋建 

建築年月日 昭和５５(1980)年３月３１日 

敷 地 面 積 （本庁舎分に含む） 

延 床 面 積 34.７７㎡ 

主 な設 備 照明設備：蛍光灯 

建物の状態 特段の問題は生じていない。 
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4-1-5．別棟倉庫 倉庫１ 

構   造 木造 亜鉛メッキ鋼板葺 平屋建 

建築年月日 平成２０(2008)年４月１日 

敷 地 面 積 （本庁舎分に含む） 

延 床 面 積 19.２０㎡ 

主 な設 備 なし 

建物の状態 特段の問題は生じていない。 

 

4-1-6．別棟倉庫 倉庫２ 

構   造 軽量鉄骨造 カラー鉄板葺 平屋建 

建築年月日 平成１２(2000)年１０月１日 増築部分：平成１５(2003)年１月１日 

敷 地 面 積 （本庁舎分に含む） 

延 床 面 積 405.４８㎡ 増築部分33.０７㎡ 

主 な設 備 なし 

建物の状態 特段の問題は生じていない。 

 

4-1-7．別棟倉庫 倉庫３ 

構   造 軽量鉄骨造 カラー鉄板葺 平屋建 

建築年月日 平成１２(2000)年１０月１日 

敷 地 面 積 （本庁舎分に含む） 

延 床 面 積 61.６０㎡ 

主 な設 備 なし 

建物の状態 特段の問題は生じていない。 

 

4-2．豊北総合支所第２別館（下関市豊北町大字滝部３１４０番地１） 

 

構   造 鉄筋コンクリート造 陸屋根 平屋建 

建築年月日 昭和６１(1986)年３月２８日 

敷 地 面 積 （本庁舎分に含む） 

延 床 面 積 505.４５㎡ 

主 な設 備 照明設備：蛍光灯 

空調設備：ビル用マルチエアコン、パッケージエアコン 

使用状況等 会議室、福祉作業所（外部団体）、ヘルパーステーション（外部団体）、 

訪問看護ステーション（外部団体）、事務所（外部団体） 

配置職員数 ０人（令和７年４月１日現在） 

建物の状態 〇 消防用設備保守点検（毎年実施：年２回） 

   機器点検：良 総合点検：良 

〇 自動ドア設備保守点検（毎年実施：年１回） 

   運転状態：異常なし 
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○ 特定建築物定期検査業務（令和６年度実施）の結果、敷地及び建物の主要な

部分について大きな問題は生じていないものの、下記のような指摘及び報告

があった。 

 （建築物の外部） 

・屋根庇コンクリートのひび割れ 

・正面玄関ポーチ外壁タイル張り浮きあり 

・玄関ポーチ、照明器具の発錆劣化腐食 

・外壁、RC造壁のひび割れ 

   ・通路部分、床タイルひび割れ破損 

   ・外壁電気配線カバー発錆劣化腐食 

・軒天井見切縁の脱落 

・犬走りコンクリートのひび割れ、劣化破損 

 （建築物の内部） 

   ・RC壁のひび割れ 

   ・男女トイレ、トイレブース下部の劣化破損 

   ・シャワー室、女子トイレ、身障者用トイレの内部壁タイル張り浮きあり 

○ 照明の多くが蛍光灯であり、蛍光灯の製造が終了する令和９年度前後を目

途に LED化を図る必要がある。 

○ 設備関係に関する課題は本庁舎と共通 

 

4-3．豊北総合支所各支所 

 

4-3-1．豊北総合支所神玉支所（下関市豊北町大字神田上２７０９番地） 

構   造 鉄筋コンクリート造 陸屋根 ２階建 

建築年月日 昭和６０(1985)年３月１日 

占 有 面 積 19.９１㎡ 

主 な設 備 照明設備：蛍光灯 

・照明設備以外で本計画にて管理する設備はなし。 

・躯体及び照明設備以外の設備の維持管理は、複合先施設に合わせる。 

備 考 ・蛍光灯の製造が終了する令和９年度前後を目途に LED化を図る必要がある。 

・什器類については、特に改修を必要とする箇所はないため、事後保全で対応 

 

4-3-2．豊北総合支所角島支所（下関市豊北町大字角島１４１３番地１） 

構   造 鉄筋コンクリート造 陸屋根 ２階建 

建築年月日 昭和６３(1988)年６月２８日 

占 有 面 積 23.１１㎡ 

主 な設 備 照明設備：蛍光灯 

・照明設備以外で本計画にて管理する設備はなし。 

・躯体及び照明設備以外の設備の維持管理は、複合先施設に合わせる。 
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備 考 ・蛍光灯の製造が終了する令和９年度前後を目途に LED化を図る必要がある。 

・什器類については、特に改修を必要とする箇所はないため、事後保全で対応 

 

4-3-3．豊北総合支所神田支所（下関市豊北町大字神田１３６７番地２） 

構   造 木造 平屋建 

建築年月日 平成４(1992)年３月２５日 

平成１０(1998)年３月２６日（増築分） 

敷 地 面 積 157.８４㎡ 

延 床 面 積 51.３４㎡（うち増築分５.８０㎡） 

主 な設 備 照明設備：蛍光灯 

空調設備：ルームエアコン 

受水槽等：汲み取り便槽 

備 考 ・蛍光灯の製造が終了する令和９年度前後を目途に LED化を図る必要がある。 

・什器類については、特に改修を必要とする箇所はないため、事後保全で対応 

 

4-3-4．豊北総合支所阿川支所（下関市豊北町大字阿川３７５２番地） 

構   造 鉄筋コンクリート造 平屋建 

建築年月日 平成２(1990)年３月２０日 

占 有 面 積 26.３８㎡ 

主 な設 備 照明設備：蛍光灯 

・照明設備以外で本計画にて管理する設備はなし。 

・躯体及び照明設備以外の設備の維持管理は、複合先施設に合わせる。 

備 考 ・蛍光灯の製造が終了する令和９年度前後を目途に LED化を図る必要がある。 

・什器類については、特に改修を必要とする箇所はないため、事後保全で対応 

 

4-3-5．豊北総合支所粟野支所（下関市豊北町大字粟野３３３３番地２） 

構   造 鉄筋コンクリート造 平屋建 

建築年月日 平成元(1989)年２月１日 

占 有 面 積 20.８０㎡ 

主 な設 備 照明設備：蛍光灯 

・照明設備以外で本計画にて管理する設備はなし。 

・躯体及び照明設備以外の設備の維持管理は、複合先施設に合わせる。 

備 考 ・蛍光灯の製造が終了する令和９年度前後を目途に LED化を図る必要がある。 

・什器類については、特に改修を必要とする箇所はないため、事後保全で対応 

 

4-3-6．豊北総合支所田耕支所（下関市豊北町大字田耕４３３２番地２） 

構   造 鉄筋コンクリート造 平屋建 

建築年月日 平成９(1997)年６月１日 

占 有 面 積 20.８０㎡ 
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主 な設 備 照明設備：蛍光灯 

・照明設備以外で本計画にて管理する設備はなし。 

・躯体及び照明設備以外の設備の維持管理は、複合先施設に合わせる。 

備 考 ・蛍光灯の製造が終了する令和９年度前後を目途に LED化を図る必要がある。 

・什器類については、特に改修を必要とする箇所はないため、事後保全で対応 

 

 

4-4.これまでの主な修繕等 

 

 平成２７年度から令和６年度までの１０年間に、市が直接負担した修繕費用をまとめました。 

 

4-4-1.豊北総合支所本庁舎（別棟倉庫を含む） 

 

平成２７年度 豊北総合支所テレビ会議室空調機修繕 ほか ２３１千円 

平成２８年度 豊北総合支所受水槽修繕 ほか ３３６千円 

平成２９年度 豊北総合支所地域包括支援センター空調機修繕 ほか １１７千円 

平成３０年度 豊北総合支所電話交換機用バッテリー取替え ほか ２５０千円 

令和元年度 豊北総合支所会議室照明器具修繕 ２５千円 

令和２年度 別棟倉庫屋根修繕 ほか ６７千円 

令和３年度 豊北総合支所空調冷熱機器室外機修繕 ほか ２６７千円 

令和４年度 豊北総合支所電話交換機修繕（マイグレーション） ほか １,１０８千円 

令和５年度 豊北総合支所正面玄関自動ドアセンサー交換 ほか ７５千円 

令和６年度 豊北総合支所空調設備修繕 ほか ５９６千円 

計 3,０７２千円 

 

4-4-2.豊北総合支所第２別館 

 

平成２７年度 豊北総合支所第２別館泡まつ金具取付修繕 ほか ２０千円 

平成２９年度 豊北総合支所第２別館水道蛇口取替修繕 ２９千円 

平成３０年度 豊北総合支所第２別館自動ドア修繕 ほか ９４千円 

令和元年度 豊北総合支所第２別館自動ドア装置一式取替工事 ほか ３３８千円 

令和２年度 豊北総合支所第２別館水栓金具修繕 ほか ２４千円 

令和３年度 豊北総合支所第２別館誘導灯蓄電池取替 ほか ４２千円 

令和４年度 豊北総合支所第２別館女子トイレ修繕 ほか ６１千円 

令和６年度 豊北総合支所第２別館訪問看護ステーション蛇口修繕 ６千円 

計 ６１４千円 
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4-4-３.豊北総合支所各支所 

 

令和４年度 豊北総合支所角島支所外灯修繕 ３９千円 

令和６年度 豊北総合支所阿川支所トイレ修繕 ２０千円 

計 ５９千円 

 

 

第５章 対策の優先順位の考え方 

 

5-1．優先順位の考え方 

 

豊北総合支所本庁舎、第２別館及び各支所は、適切に維持管理するために必要な対策を適切な時

期に実施する必要があります。 

しかし、本市の財政状況を考慮すると、すべてに対応できる財政的な余力はなく、一定程度の判断

基準を設定し、優先すべき対策の検討や決定を行う必要があります。 

 

 

5-2．今後の庁舎機能のあり方 

 

① 豊北総合支所本庁舎は、行政サービスを提供していく中心施設であるとともに、非常時には防災

拠点・対策本部となる建物であるため、長期的に機能維持を図っていく必要があります。 

また、脱炭素社会の実現と公共施設の維持管理費用の縮減に向けて、温室効果ガス排出量の少

ない LED 照明をはじめとした高効率・省エネルギー機器の導入を図り、エネルギー使用量の削減

に努めます。 

② 豊北総合支所第２別館は耐震基準を満たしており、本計画で定める令和1６(2034)年度までは、

機能維持を図る見込みです。 

しかし、現在執務室としては使用しておらず、会議室としての利用も使用頻度が多くないことか

ら、今後は現在使用を許可している外部団体との協議を進めながら、令和１０（２０２８）年度までに

建物の譲渡を含めた施設の方向性の検討を行います。 

  ③ 豊北総合支所各支所については、照明設備の LED化を進めます。 

その他設備については、神田支所を除き、既に他施設との複合化がなされているため、複合先

施設の維持管理計画に合わせて機能維持を図ります。 

     なお、神田支所については、将来的に集約化を検討しつつ、安全確保のための最低限の保全の

みを行うこととします。 
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5-3．対策の優先順位 

 

5-1 から 5-2 に示した考え方を踏まえ、次のとおり対策の優先順位を定めます。 

 

①維持管理費用の縮減や、維持管理の効率化 

  ▷ 照明の LED化（リースや ESCO等による手法の検討） 

  ▷ 業務委託範囲の拡大と包括施設管理業務委託の検討 

  ▷ 土地・建物の使用許可や貸付けによる利便性向上と歳入確保 

  ▷ 庁舎等の目的外使用による歳入確保（継続） 

 

②行政サービス提供及び防災拠点・対策本部としての機能を維持するために必要となる、建

物の保全 

  ▷ 建築基準法に定める点検の実施 

  ▷ 敷地、躯体、屋根（防水）、外壁等の改修・修繕 

  ▷ 法令適合のための改修・修繕 

 

③建物の長寿命化 

  ▷ 長寿命化のための大規模改修 

  ▷ 電気設備、空調設備、給排水設備等の点検及び改修・修繕 

 

④執務室としての環境維持及び継続 

  ▷ 内装、衛生機器等の点検及び改修・修繕 

  ▷ 什器類の更新 

 

⑤庁舎等施設の集約化 

  ▷ 支所の集約化、見直し 

   

 

5-4．優先すべき工事 

 

   対策の優先順位及び各建物の状況を踏まえた上で、本計画において優先すべき工事を次のとおり

とします。 

 

 ・LED照明設備改修 

 

    現在、豊北総合支所本庁舎の照明設備のうち大半で蛍光灯を使用しており、第２別館及び各支所

については、照明設備の全てで蛍光灯を使用しています。 

   「水銀に関する水俣条約」の施行により、全ての一般照明用の蛍光灯は令和９（２０２７）年末まで

に製造と輸出入が禁止されるため、早期に現在の蛍光灯の照明設備を LEDのものに交換する必

要があります。 
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第６章 対策内容と実施時期 

 

6-1．対策の内容 

 

施設を長く適切に維持し、使用目標年数まで使用するために施設及び設備について定期的に点検

を行い、施設については劣化や損傷が小規模であっても出来るだけ早い段階で改修を行い、設備に

ついては現状と法定耐用年数を考慮しながら、改修及び更新を行っていきます。 

また、建物の躯体部分についても、第３章３－２に定める「長寿命化において配慮すべき項目」を考

慮しながら大規模な改修を行っていきます。 

主な対策の内容については、次のとおりです。 

 

（１）豊北総合支所本庁舎 

 

※ 改修年は、建物の竣工からの経過年数をもとにしたものです。 

※ LED 照明設備改修については、令和９（２０２７）年度に蛍光灯の製造が終了するため、早期の

改修が必要となります。 

 

書庫・建設課用具倉庫については、付設する照明設備の LED化を進めます。 

別棟倉庫については、付設する設備がないため、個別の改修・更新費用及び経常的な修繕費用は

計上していません。 

 

 

(単位：千円)

項目 内容 改修周期 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

屋根
屋上防水改修工事
(シート防水・トップコート塗布)

１０年 1,869
１,８６９

(R３０、Ｒ４０)

屋根
屋上防水改修工事
(シート防水・防水改修)

２５年
5,763
(R20)

外壁 外壁改修工事 ２０年 34,836
34,836

(R35)

内装(床) タイルカーペット張替え ３０年
4,461
(R25)

内装(壁) 塗装・クロス張替え ２０年
15,843

(R25)

電気 高圧受変電設備改修 20年 23,974
２３,９７４
(R３5)

電気 LED照明設備改修 ２０年 28,313
２８,３１３
(R２８)

電気 動力・空調・換気設備改修 ３０年
２,７１３
(R２５)

電気 自動火災報知設備改修 ２０年 6,703
６,７０３
(R３５)

機械設備 空調換気設備 ２０年 143,295
１４３,２９５
(R３５)

機械設備 給排水衛生ガス設備 ３０年
５１,９８９
(R２５)

機械設備 昇降設備 ２５年
１７,９９３
(R２０)

屋根
屋上防水改修工事
(アスファルト防水)

４０年

内装(天井)ボード張替え ４０年

未定

未定

中期計画期間 後期計画期間 計画期間以降
（下段：目安年）

以下、改修周期が４０年のものは、現時点での改修費の算出ができないため、「未定」とします。
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 （２）豊北総合支所第２別館 

 

※ 改修年は、建物の竣工からの経過年数をもとにしたものです。 

※ LED 照明設備改修については、令和９（２０２７）年度に蛍光灯の製造が終了するため、早期の

改修が必要となります。 

 

 （３）豊北総合支所各支所 

 

※ 改修年は、建物の竣工からの経過年数をもとにしたものです。 

※ LED 照明設備改修については、令和９（２０２７）年度に蛍光灯の製造が終了するため、早期の

改修が必要となります。 

 

 

6-2．実施時期 

 

   実施の時期につきましては、施設の現状と対策の優先順位及び計画期間を基準とし、対策の内容

や実施時期を総合的に判断します。 

   なお、令和１０（２０２８）年を目安とする工事については、令和６（２０２４）年度に実施した特定建築

物検査で指摘のあった箇所を中心に通常修繕を実施しながら、改修レベルの設定及び実施時期を決

定します。 

   ただし、施設の劣化状況や故障等による緊急を要する工事等が発生した場合には、適時、優先度の

見直しを行います。 

 

 

 

項目 内容 改修周期 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

屋根
屋上防水改修工事
(既存シート防水・防水改修)

２５年 16,581

外壁 外壁改修工事 ２０年 8,743

内装(壁) 塗装・クロス張替え ２０年 5,767

内装(天井)ボード張替え ４0年 7,688

電気 LED照明設備改修 ２０年 6,695

電気 動力・空調・換気設備改修 ３０年 676

電気 自動火災報知設備改修 ２０年 1,623

機械設備 空調換気設備 ２０年 32,614

機械設備 給排水衛生ガス設備 ３０年 14,977

(単位：千円)

中期計画期間 後期計画期間

項目 内容 改修周期 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

電気 LED照明設備改修 ２０年 2,273

(単位：千円)

中期計画期間 後期計画期間
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6-3．進行の管理及び見直し方法 

 

   少子高齢化、人口減少による税収の減少を踏まえ、施設の維持管理費用を縮減する必要性は非常

に高く、省エネルギー化を図りながら歳出の見直しや受益者負担の適正化による使用料等の歳入の

確保など、施設の効率的・効果的な運営に努め、今後、社会経済情勢や本市財政状況の変化、関連す

る計画の策定・変更、見込み費用の変動等、必要に応じて計画の見直しを行います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下関市役所豊北総合支所庁舎等個別施設計画 

令和７年９月 

〒７５９－５５９２ 

下関市豊北町大字滝部３１４０番地１ 

下関市豊北総合支所地域政策課 
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